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事業の背景・南花台でのこれまでの取組み    

① 開発団地を中心とする急激な人口減少・少子高齢化の進行    

② 開発団地の再生モデル構築   

■府下の市で高齢化率が最も高く・人口増減率も低い 
   高齢化率     35.16％（33市中1位） 
   人口増減率 -1.18％（33市中31位） 

■Ｈ26年度 南花台スマートエイジング・シティ  
               団地再生モデル事業 立上げ 
（目標） 
  地域住民が住み慣れた場所で健康でいきがいをもって多
世代が交流しながら暮らし続けることができるまち 
■Ｈ27年度 コノミヤテラス整備 
（実施内容） 
  「多様な住民の居場所づくり」 「健康仲間づくり」 
  「子育てサロン」「買い物応援」「生活支援」その他 
■Ｈ28年度 総合計画に南花台を「丘の生活拠点」 
        として位置付け 
■Ｈ29年度 廃校跡地に看護学校誘致 
                 ＵＲ南花台団地集約事業開始 
■Ｈ30年度 第一回近未来技術地域実装協議会 
         市・関大・ＵＲ連携協定締結 
                 市・関大・㈱コノミヤ連携協定締結 
■R1年度  南花台モビリティ「クルクル」実装開始 
■R2年度  「クルクル」自動運転電磁誘導線敷設 
■R３年度  自動運転運行開始 
         有償運行開始 
 
（今後の展開） 
■ＵＲ集約用地を活用した公園集約事業 
■スポーツ施設の誘致 

【多くの郊外型開発団地の整備により人口増加】 

同時多発的に実施した活動により高まる地域の合意形成 

モデル都市としてふさわしいまち「南花台」 
 ・多くの開発団地が抱える共通課題がある地域 
 ・まちづくりの取組みにより合意形成が図りやすい地域 

沿革 
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①目指す将来像 



①－1．目指す将来像 
 

①南花台全域をカバーする自動運転車両によるきめ細やかな移動支援 
 

②地域住民主体による自立運営 
 

③地域コミュニティとしての移動支援（のりあいからふれあいへ） 

 南花台地域全域を地域住民主体による
自動（手動）運転『クルクル』が走り、「ラス
トワンマイル」の移動支援であり、かつ
「交流の場」としての移動支援を実現 



①－２．将来像に向けて 

目指す将来像 令和４年度末までに 実証事業終了後 

■自動運転車両によるき
め細やかな移動支援 

■デマンド運行／定ルート運行のメ
リット・デメリットを効果検証 
・電磁誘導線が敷設できない地域
におけるルート検証のため、手動運
転による定ルートを検討 

■未来技術の開発や自動運転に関
する法制度への知見を深め、より自
由度の高い自動運転を目指す。 

 

■地域住民主体による自
立運営 

■有償化の効果検証 
・有償化での利用者数の増減 
■キャッシュレス決済、地域ポイント
制度の検証 
■有償ボランティア化による担い
手の確保 

■キャッシュレス決済、地域ポイント
制度の体制構築 

■自動運転による担い手負担の軽
減   

 （運転負担軽減、安全性の向上） 

■自立運営に向けたスタッフ体制
の構築（法人化等の検討） 

■「地域の場」としての移
動支援 

■自動運転と手動運転の混交可能 
  性を検証 
・利用者アンケートや運行スタッフ
アンケート等を受け、自動運転と手
動運転のメリット・デメリットを検証 

■自動化後も添乗員は乗務するな
ど、コミュニティとしての効果を持
続する手法を検討 

■乗り合いのお客さん同士に会話
が生まれる手法を検証 



①－２．将来像に向けて 

目指す将来像 
令和４年度末ま
でに 

■自動運転車両
によるきめ細や
かな移動支援 

■デマンド運行／定
ルート運行のメリット・
デメリットを効果検証 
・電磁誘導線が敷設で
きない地域における
ルート検証のため、手
動運転による定ルート
を検討 

■地域住民主体
による自立運営 

■有償化の効果検証 
・有償化での利用者数
の増減 
■キャッシュレス決済、
地域ポイント制度の検
証 
■有償ボランティア化
による担い手の確保 

■「地域の場」と
しての移動支援 

■自動運転と手動運
転の混交可能性を検
証 
・利用者アンケートや
運行スタッフアンケー
ト等を受け、自動運転
と手動運転のメリッ
ト・デメリットを検証 

実証状況及び今後の予定 

【実証済み】 
■定時定ルート運行による実証事業 
 
【今後の予定】 
■電磁誘導線ルート延伸 

【実証済み】 

■有償運行の開始 

■有償ボランティアの実証実験 

【今後の予定】 

■キャッシュレス決済の導入 

【実証済み】 

■利用者アンケート 

■地域住民向けアンケート 

【今後の予定】 

■運行チームの混交 

■それぞれの運行方法の分析 
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②『クルクル』令和3年度実装報告 



運行拠点 
車両保管場所 
（コノミヤ南花台店内） 

②－１．令和３年度運行概要（オンデマンド運行［手動運転］） 

電動ゴルフカート 7人乗り  19ｋｍ/ｈ以下で走行 

（１）運行期間 
 令和３年４月1日～令和３年４月1９日 
 令和３年7月5日～令和３年7月26日 
 令和3年10月11日～令和4年3月28日 
 

（２）運行エリア・ルート 
   
             ⇒運行エリア 
 
      ⇒団地内幹線道路走行不可区間 

 
（３）運行形態 
 ・地域内電柱約3００本を乗降ポイントと 
  してオンデマンド運行（システムによるリ 
  アルタイム予約） 
 ・運転手・補助者のスタッフ2名が常時乗車 
 ・予約に基づきＡＩ運行バスが導きだした順 
  路に従い走行 
 ・地域住民主体による運営 
  運営スタッフ：約60名 

地域内電柱約300本が 
乗降ポイント 

（乗降ポイント看板） 



（４）運行ダイヤ 
 ・令和２年から継続し、感染症対策として月曜日のみの運行を実施。 
 ・緊急事態宣言発出時は運行を休止（運行期間は下記のとおり） 
 ・令和３年10月11日から午前のみの縮小運行のまま、木曜日の運行を再開。 
 ・令和３年11月1日から午後便も再開 
 ・有償運行の周知広報のため、イベント的に令和３年12月16日～令和４年１月１４日は月・火・
木・金の週４回運行を実施。 

②－１．令和３年度運行概要（オンデマンド運行［手動運転］） 



Bルート 

Aルート 

【運行ルート】 

（１）運行期間 
 令和３年１０月１６日～   ※毎週 土曜日 
 令和３年１2月までは下記スケジュールのうち、 
 １０時便、１１時便のみであったが、 
 令和４年１月から、午後便の運行を開始。 
 

（２）運行ルート 
 右記、A・Bルート（総距離約3.7km） 
 ※自動運転時は最高速度12km/h 
 

（３）運行スケジュール 
10時～10時30分 Aルート/10時30分～11時 Bルート 
11時～１１時30分 Aルート/11時30分～12時 Bルート 
12時～12時30分 Aルート/12時30分～13時 Bルート 
13時～13時30分 Aルート/13時30分～14時 Bルート 
 ※乗客の乗り降りが無ければ、15分程度で周回可能。 

 
（４）運行形態 
 運転手・補助者のスタッフ2名が常時乗車。 
 乗降ポイントは手動運転の乗降ポイントを併用。 
 自動運転ルート上の乗降ポイントに到着予定時刻を記載。 
 信号機や路上駐車等、電磁誘導線以外の指示が必要な場 
 合は手動切り替え。 

自動運転車両 

①－１．令和３年度運行概要（定時定ルート運行［自動運転］） 



②－２．令和３年度有償運行概要（※オンデマンド運行のみ） 

 将来の自立運営に向けて、有償運送の効果検証を行うため、市町村運営有償運送による有償化
を実施した。 
 
【運行概要】 
 自家用有償旅客運送（市町村運営有償運送）  
 利用料金 １回100円（乗車券による乗車） 
 乗車券５枚綴りを500円で販売 
 
【運行までの経緯】 
令和元年度、令和2年度 
  ：利用者アンケートから、１回100円を希望する声 
   が多く、100円/回の運行方針を決定 
令和3年10月12、13日：市町村運営有償運送講習実施 
令和３年１１月１０日：有償運送講習（追加分）実施 
令和3年11月29日：前売り券販売開始 
令和3年12月16日：有償運行開始 
 
 
【ボランティア有償化効果実証】 
 有償化にあわせて、スタッフの活動についても１シフト500円分河内長野市地域通貨「モックル
コイン」を付与した。各自に事前にモックルコインカードを渡し（希望者はスマホアプリでも対応可）
シフト参加数×500ポイントを付与した。 
 有償ボランティア期間：令和３年１２月１６日～令和４年２月２８日 
 運用方法：１シフト500モックルコイン（河内長野市地域通貨）の支給 

講習の様子 

乗車券購入方法 



電動カートによる健康維持の効果検証事業 
ヤマハ発動機、千葉大学等との連携協定により実施した電動カートによる健康維持の効果検証の
際、その運行方法として定時定ルート運行を採用し、その効果検証を実施。 
 
（１）運行期間 
 令和3年10月17日（日）～令和3年12月15日（水） 
  毎週火・水・金・日曜日 9時30分～16時50分 
  運行ルート：北ルート、西ルート、南ルートの３ルート 
   （右図のとおり）   
  各ルート、30分毎にコノミヤを出発。 

②－３．定時定ルート運行検討（ヤマハ発動機・千葉大学との連携事業） 

自動運転ルートと合わせた運行チラシ 
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③『クルクル』令和3年度運行実績 



③－１．令和3年度運行実績（オンデマンド運行［手動運転］） 

 令和３年４月1日～４月1９日、令和３年７月５日～７月26日  ⇒毎週月曜 9:30〜12:00 
 令和３年10月11日～10月28日                   ⇒毎週月・木曜 9:30〜12:00 
 令和３年11月１日～令和4年3月28日                ⇒毎週月・木曜 9：30～15：40 
   ※令和３年12月16日（セルの色が変わっている日）以降、１回100円の有償運行を実施 



③－１．令和3年度運行実績（オンデマンド運行［手動運転］） 

【考察】 

•新型コロナウイルス対策による運行縮小が令和３年１１月に終わり、利用者数が増加している。 

•有償運行開始により、利用者数が１日あたり２～３人程度減少している。 

 令和元年度  令和２年度 

 新型コロナ対策による 
午前中のみ運行期間 

■事業実施以降の運行実績推移 

 令和３年度 

 有償運行の開始 



③－２．運行データ検証結果（オンデマンド運行［手動運転］） 

【考察】 
令和２年度に見られなかった、若い世代の利用が少し増えつつある。 
しかしながら、年度当初はコロナ禍による乗車制限を行った影響で、必要性の高い利用者に限
定されている様子がうかがえる。 

 ■利用者年代別（年齢が分かる利用者に限る） 

80代 

60% 
70代 

15% 

60代 

20% 

不明 

5% 

（参考）令和２年度 



③－２．運行データ検証結果（オンデマンド運行［手動運転］） 
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1丁目 

8丁目 

2丁目 

4丁目 
5丁目 

3丁目 
（UR団地） 

6丁目 

7丁目 

公民館 

集会所 

集会所 
アーバン前 

コノミヤ 

集会所 

集会所 ふれあいプラザ 

【考察】 

・地域の活動自体が縮小傾向のため、当初利用が多かったコミュニティ施設（ふれあいプラザ）の乗降は見られない。 

・コノミヤ着よりコノミヤ発が約2倍となっており、行きは健康のため徒歩、買い物後にクルクルを利用している様子。 

・１丁目、８丁目が多く、次いで６丁目も多い。コノミヤ南花台店から距離が遠い地域であり、買い物難民の支援として
効果が発揮できている。 

■乗降場所 
乗車地点（件数） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
降車地点（件数） 



③－３．アンケート結果（オンデマンド運行［手動運転］） 

【各種の利用満足度（利用者アンケートより）】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【考察】 
・利用者が固定されてきたため、予約のしやすさについて「やや満足」「どちらともいえない」の比率は
下がっている。 

・2020年度、２台同時運行から通常運行に戻った際に、待ち時間について懸念していたが、2019年
度にあった「やや不満」は無くなっている。ただし、実際の待ち時間は過年度に比べて短くなっている
わけではなく、現在の運行方法に対する利用者の理解が深まった結果であると言える。 

・乗り心地については、冬季の寒さを指摘する声があり、コロナ禍での換気とのバランスは引き続き検
討事項である。 



③－２．アンケート結果（オンデマンド運行［手動運転］） 

【クルクルの認知度（地域アンケートより）】 
ランダムに送付した１０００世帯の南花台住民の内、回答のあったアンケートを元に集計 
 
 
 
 
 
 
 
 

【考察】 
・クルクル自体の形や運行範囲については、広く知られている事が判る。 
・乗降場所についても、南花台地域内の多くの電柱に表示板があることで、半数の住民に理解されて
いる。 
・コロナ禍で利用促進が困難であったことから、予約方法や利用登録方法についてはまだ認知が低い。 
・１割の住民が、クルクルの存在自体を知らないと回答しており、今後も周知が必要である。 
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【運行実績】 
2021年12月16日（木）～   計３６日間    396人の乗車＝39,600円の利用料収入 

③－３．有償化検証結果（オンデマンド運行［手動運転］） 

【考察】 
有償化前の１１月の利用者数が平均14.9人／日である。 

 上記より、有償化後平均11人／日となったため、約４人／日の減ではある  
 が、12月～１月の気温低下による利用減もあり、有償化による大きな利用 
 者減はないと判断できる。 
乗車券による運行についても、利用者からクレーム等は無く、大きな混乱 

 なく実施できていることから、ボランティアによる有償運送に大きな課題 
 無く継続が可能であると思われる。 



【ボランティアの有償化】 
  【各日の運行体制】 
 
 
 
 
 
 
 
運行体制のとおり、１日あたり１２人（矢印が各シフト、１シフト２人体制）である。よって、１日あたり
の有償ボランティアに対する支出は6,000円分となる。 
広報チームは、１２月に１度、コノミヤ南花台店内 での有償化に関する広報活動をおこなった際に、
活動参加に対し500ポイントを付与した。 

予約受付チーム
（２名体制）

１号車
（運転１名、添乗１名）

２号車
（運転１名、添乗１名）

9 10        11 12       13   14       15         16  

9:00 ~  12:30 12:30 ~  16:00

9:30 ~  11:10 12:30 ~  14:10

11:00 ~  12:40 14:00 ~  15:40

③－4．有償ボランティア効果検証結果（オンデマンド運行［手動運転］） 

27 

【考察】 
・ボランティアの参加に大きな変化は無く、今回の有償ボランティア化では、直接的な担い手の増
加や担い手の負担偏重の軽減に繋がることは無かった。 
・有償化してもシフトが埋まらない日があり、有償化は、無理にシフトを埋めるほどのファクターで
はない事が確認された。 
・ボランティア活動の回数が数字となって表れることから、自身の活動の見える化として喜んでい
た声があった。賃金としての側面ではなく、活動評価としての側面での効果は認められる。 
・今後、定時定ルート運行の検証を含め、増便を目指す中、担い手の確保のための有償ボランティ
アの金額についても検討が必要であるが、労働基準関係法の問題もあり、様々な視点で検討する
ことが必要であることが確認された。 



③－5．令和3年度運行実績（定時定ルート運行［自動運転］） 

【運行実績】 
運行期間： 
 令和３年１０月１６日～１２月２５日    ⇒ 毎週土曜日 １０時台～１２時台 
 令和４年１月８日   ～１月２９日     ⇒ 毎週土曜日 １０時台～１２時台 １３時台～１５時台 
 令和４年２月５日  ～３月２６日     ⇒ 毎週土曜日 １０時台～１４時台 
 



③－6．運行データ検証結果（定時定ルート運行［自動運転］） 

【運行データ検証・考察】 
利用者年代（利用者アンケートより） 
  
・オンデマンド運行と比較して、若年層の 
利用者が多い 
・アトラクション的にお子さんの乗車が 
あり、多世代の交流に繋がっている。 
 
 
 
定時定ルート利用に関する意向調査 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・予約をせず、定時定ルートでの運行を乗りやすいと考えている層が一定いることが確認できる。 
・定ルート運行乗車者に対する利用者向けアンケートのため、一定のバイアスは考慮が必要。 

全体                        オンデマンド利用歴がある方                   



実証実験期間：令和３年10月17日～12月15日    

          火、水、金、日曜日運行 計35日間 

          9:30～16:30  33便/日 運行 11便/ルート 

＊上記集計は、10/17,19の2日間は除く33日間集計（システム不具合によりデータ無し) 

３ルート合計 

南ルート 

北ルート 

西ルート 

  利用者数合計 

北ルート 362人 

西ルート 229人 

南ルート 199人 

合計 790人 

③－７．定時定ルート運行検討（ヤマハ発動機・千葉大学との連携事業） 

【考察】 
・便数に大きな差があるため、単純比較はできないものの、一日当たりの利用者がクルクルより多く、定時定ルート路
線の有効性が認められる。 
利用者年代にばらつきがあり、特に日曜日は多世代による乗車があった。若い世代にとって、電話予約や事前登録
へのハードルがあり、予約の必要が無いことが多世代の利用に繋がったと見て取れる。 
・オンデマンド運行の利用者の中には、定時定ルート運行のルート上の乗降ポイントまでの移動が困難な利用者がおり、
定時定ルート運行は利用できなかったとの声があり、「ラストワンマイル」の移動支援として、オンデマンド運行の必要
性についても再確認された。 



③－8．事業の横展開（下里クルクルの運行開始） 

（１）横展開の経緯 
下里地区は、本市の公共交通空白地域（駅から 
800ｍ、バス停から400ｍ以上離れた地域）と 
して、過去から本市が地域と一体となり移動手 
段の確保に向けて取り組んできた地域。 
 
下里地区の地域住民から、南花台モビリティ「クルクル」の事例をモ
デルとして、地域住民主体の移動支援を実施したい旨の申し出があ
り、令和３年度に実証実験を実施した上で、令和４年度より正式に下
里町会による運行が開始し、地域住民による交通空白地の移動手
段確保が実現する事例となった。 

 
（２）運行概要 
毎週 火・金曜日 午前８時～１１時 
右図ルートを巡行しつつ、受付専用電話番号に電話すると、 
町会内であれば送迎可能という形式による運行。 
また、最寄りのバス停の他に、町会内の住民が良く使用する地区外
にある最寄の診療所と郵便局についても、当該地区の自治会の了
解を受けて送迎を実施している。 
 

（３）運行体制 
下里町会内に「下里クルクル運営委員会」を立ち上げ 
運転講習を受けた２３名でシフトを組み、運行している 
充電に係る電気代等も自治会で負担 

横展開のため同じロゴを使用 

少し先の別地区
の郵便局・診療
所も送迎可 
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④：令和4年度実装報告及び今後の予定 
（オンデマンド運行［手動運転］） 



④-１．オンデマンド運行［手動運転］実施状況および今後のスケジュール 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

ス
マ
ホ
予
約
開
始 

☆ ☆ 

UR団地内一部
走行開始 

■令和4年度実施状況および今後のスケジュール 

令和4年度実施状況 

 運行概要は変わらず、毎週月・木曜日の9：30～15：40で運行を継続  

 ４月 １日  スマホ予約を再開 ⇒予約全体の１２％（８月末時点） 

 ４月２８日  利用ガイド作成・地域住民向けスマホ予約方法の説明会を実施。 

 ５月 ８日  認知度向上のため、利用ガイドを全戸配布。 

 ７月～    UR団地内の一部ルート、乗降ポイントの追加 

 ７月２７日  新規メンバー向けヤマハ自動運転講習の実施（６名参加） 

 

今後のスケジュール 

 １１月頃  新規メンバー向け有償運送講習の実施 

 １月頃   キャッシュレス決済システム・デジタルサイネージによるマネタイズの検討 
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④-2．オンデマンド運行［手動運転］R4年度運行実績途中経過 

■運行実績（８月末時点） 

■月別利用者数推移 
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令和４年度に入り、順調に利用者数を
伸ばしている。 



④－3．視察対応状況 

令和３年度以降コロナが落ち着いてきたことから、非常に多くの市町村や、国・府等各省庁から
も視察・取材を受けています。 
 
令和４年度視察対応状況（計２０）            JapanTimesにも掲載 
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⑤：令和4年度実装報告及び今後の予定 
（定時定ルード運行［自動運転］） 



⑤-1．自動化の必要性について 

■運転負担の軽減 

運転者はハンドル操作や経路の確認等のオペレーションが不要になり、スタート・ストップ等のオ
ペレーションに特化できるようになり、負担が軽減される。 

 
■安全性の向上 

オペレーションの減少により、ハンドル操作ミス等の人的ミスの発生が抑制され、安全性が向上
する。 

⇒地域住民による運営の持続性を向上させることが可能となる。 

■自動運転の実装概要 
 ・これまで進めてきた手動運転による移動支援と同様に、地域住民主体の運行を実現させる。 
 ・ルート：総距離約3.7km 
 ・速度：12km/hを上限とし設定 
 ・交差点や停留所等における操作（減速・加速・一時停止・指示器等）もタグにより自動化（センサー
により衝突防止） 

⑤-2．自動運転の実装状況 



⑤-3．定時定ルード運行［自動運転］実施状況および今後のスケジュール 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 
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新 

☆ 

■令和４年度実施状況および今後のスケジュール  

令和４年度実施状況 

 運行概要は変わらず、毎週土曜日の１０時台～14時台で運行を継続 

 ４月～     コノテラ通信において、自動運転の帯広告表示 

 ５月13日  クルクル特設サイト更新（自動運転ルート・時刻表表示）  

 ７月２７日  新規メンバー向けヤマハ自動運転講習の実施（６名参加） 

 

今後のスケジュール 

 運行状況により、乗降時刻やシフトの再調整を検討 

 １月      自動運転延伸ルート運行開始 

 ２月下旬   遠隔監視システム導入 
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運用状況により、乗降時刻やシフトの再調整検討 
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⑤-4．遠隔ルート延伸および遠隔監視システムの導入 

■延伸ルート  

 右図のとおり、既存のA・Bルートに、C・Dルートを追加。 

 Cルート40分、Dルート20分で、１時間運行を予定。 

 自動運転車両２台同時運行により、 

 ・A・Bルートを運行する１号車 

 ・C・Dルートを運行する２号車 

 により、１時間で南花台地域全域をカバーする移動支援 

 運行体制を検討中。 

 

■遠隔監視システム 

 下図のように、運行中の車両状況を確認できる遠隔監視 

システムを導入。 

 ４方向のカメラと音声機器によりオペレーターが運行状況 

を把握し、将来の遠隔操作システム導入に向けた視認性・ 

安全性の効果検証を実施。 



⑤-5．定時定ルード運行［自動運転］ R4年度運行実績途中経過 

■運行実績（８月末時点） 

■月別利用者数推移 

オンデマンド運行程ではないものの、
利用者数は増加傾向にあり、定期的
に利用するリピーターによる利用者
数の安定が図られている。 
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⑥今後の取り組みについて 



⑥－１．将来の自立運営イメージ 

【運営（経費含む）の自立】 
 
■有償化の方法 
• 自家用有償旅客運送 
• 現金の取扱い等の事務負担軽減や、今後の各
種事業との連携を見据えてキャッシュレスに
よる支払いへの移行を推進 
 

■財源（収入）見込み 
• 利用料（自家用有償旅客運送） 
• 協賛金・広告料（地域内事業者より） 
• 上記に加え、地域ポイント制（※）の導入を検
討中 

 
※地域独自キャッシュレス（ＱＲコード）決済によ
る地域ポイント制 

⇒地域内の市が委託する業務（除草・清掃等の住
民が担える軽微な作業）を地域の有償ボランティ
アで担うことによりその委託費相当分を財源に
充当 
（同様にＵＲ・看護学校等にも協力依頼する） 
 
■将来的に隣接する花の文化園（大阪府）や道の
駅奥河内くろまろの郷との連携を図り、観光活用
なども行うなど活用の多様化を図る。 



⑥－２．現状の課題および対応策 

課 題 対応策 

■ルートの限定 
（■自動運転車両によるきめ細やかな移動支援） 
• 電磁誘導線による自動運転化のため、ルートが限定し
ており、全てのニーズを拾うことが出来ない。 

• 新たな自動運転技術の開発や法制度に関する
知見を深め、事業者と連携し、より自由度の高
い自動運転の手法検討を継続する。 

■担い手の確保 
（■地域住民主体による自立運営） 

• 自動運転化も見据え、持続的な運営のためにはさらな
る参画者が必要。 

• 広報、コノテラ通信等による継続募集 

• 有償ボランティアスタッフの検討 

• 自動運転化によるスタッフの負担軽減 

■キャッシュレス・地域ポイント制度に関する地域の理解 
（■地域住民主体による自立運営） 
• 高齢者が多く、システムや制度の周知が課題 
• 地域内の店舗等の理解（ポイント利用可能店として参
画いただく必要） 

• 咲っく南花台プロジェクトにおける他の活動と
も連携して理解を深める 

• 南花台事業者の会とも連携し、地域内の利用
可能店舗拡大を図る 

■地域の体制の確立 
（■地域住民主体による自立運営） 
• 市の業務を受託するためには、現在の体制のままでは
不十分 

• 咲っく南花台プロジェクトにおける各種プロ
ジェクトの体制を整え、事業の受託等も可能な
体制を整備（任意団体・NPO法人化等も検討） 

■買い物以外の用途でのさらなる活用 
（■「地域の場」としての移動支援） 

• コロナ禍における各種制限を行う中で、日常生活にお
ける必要性の高い「買い物」利用にほぼ限定。 

• 乗り合いによる運行のため、運行時間が読めず、時間
の決まっている予定には対応しにくい。 

• イベント時における臨時便等の運行体制の構
築 

• オンデマンド運行と定時・定ルート走行の混交
運行方法の検討 



⑥－3．R4未来技術社会実装事業 

■令和４年度未来技術社会実装事業の採択について 

 今年度、河内長野市で、データ連携を軸とした未来技術社会実装事業の採択を受けている。 

 その中で、「自動運転と各種サービスのデータ連携による「ラストワンマイル」の移動支援サービス連携実装事業」
として自動運転サービスの利便性向上を目指した事業を計画。 

 この計画により、本協議会でご意見いただきながら推進してきたこの事業を、次年度以降も継続して進めていく。 

*内閣府HPより 
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